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研究成果の概要（和文）：形状記憶合金メッシュと生体吸収性糸を組み合わせた時限的骨膜伸展骨形成システムの応用
を行い、骨移植を行わず、さらに、骨膜伸展刺激を与えるきっかけを生体吸収性糸の分解過程による強度の減弱によっ
てはかる非侵襲的な方法を用いた。これにより、これまでの移植医療のドナーサイトへの侵襲を回避できる可能性が示
唆され、さらに、自動的に骨ー骨膜間隙を開大させることで骨形態の増大をはかることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Newly formed bone was observed in the gap between the SMA mesh device and the orig
inal bone surface, and the decortication procedure enhanced early bone regeneration from the original bone
 surface. This technique appears to be a promising clinical alternative for alveolar bone augmentation and
 introduces the new concept of dynamic graft and guided bone regeneration for atrophic alveolar bone.
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１．研究開始当初の背景 
頭蓋顎顔面領域での骨、軟組織欠損は、他領
域と異なり欠損による審美的（顔貌）、機能
的（摂食、嚥下、呼吸）障害を招き、患者に
かかる負担は大きい。欠損部に対する治療と
しては、移植医療が中心であり、特に硬組織
においては自家骨移植がいまだに第一選択
である。しかしながら採取部の負担、煩雑な
手術手技、感染など課題は多く存在する。 
２．研究の目的 
本研究は、形状記憶合金装置と生体内吸収性
材料を組み合わせることで、生体内に時限的
な骨膜伸展システムを組み込むことで、骨膜
伸展間隙に新生骨の増生がはかられるかを
評価することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
使用動物：ウサギ（前頭部） 
使用材料：形状記
憶合金メッシュ（5
Ｘ15Ｘ0.275ｍｍ）、
グリコール酸/乳
酸ポリエステル糸 
実験方法：手術は全身麻酔下で、頭頂骨の
骨膜下を剥離翻転し、骨膜と頭頂骨骨面の
間にメッシュを挿入した。チタン製スクリ
ュー（径 1.5Ｘ長さ 3mm）をメッシュ下部
にアンカースクリューとして挿入し、その
スクリュー上部にグリコール酸/乳酸ポリエ
ステル糸を縫合した。その断端糸にてメッ
シュを頭頂骨骨面に密着固定縫合し、骨膜
縫合、皮膚縫合を行い、完全閉鎖した。な
お、メッシュを母骨から離した状態のもの
をコントロール群とした。定期的に頭頂部
の形態評価を行い、試料は伸展刺激後、3
週目と 6 週目に採取した。分析方法として
は、マイクロＣＴにて形態評価を行った後、
組織学的検討を行った。 
 
４．研究成果 
伸展刺激後における装置の露出による合併
症は認めず、全ての症例で,吸収性糸の生体
吸収後に骨面からの伸展に伴う垂直的増大
を認め、骨面からメッシュまでの垂直的距
離は平均 3.1mm であった。マイクロＣＴ
での形態評価において、コントロール群で
は装置と母骨間の間隙に新生骨はほとんど
認めないものの、実験群で新生骨の有意な
増大を認めた。 
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